
 
 

ワイドコンバージョンレンズ 

UWL-H100 28LD 
 使 用 説 明 書  

 
安全上のご注意               
 

● ご使用の前に｢安全上のご注意｣(本書)と別冊の使用説明書をよくお読みの上､正しく製品をお使い下さい｡お読

みになった後は､いつでも見られる所に必ず保管して下さい｡ 

● この注意事項は､製品を安全に正しくお使い頂き､あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止する為に､重

要な内容を記載しています｡内容をよく理解してから本文をお読み下さい｡ 

 

 

  警告 

 
 

 

レンズ単体､または､レンズを付けたカメラで､太陽や強い光源を見ない                  

理由：視力に回復不可能な程の傷害をきたすおそれがあります｡ 

理由：一時的な視力障害となり､安全に関わる作業の遂行が困難になるおそれがあります｡ 

 

 

直射日光のあたる場所に放置しない            

理由：太陽光が集光され､火災の原因となる恐れがあります｡ 

 

 

下記の注意事項を守らないと､死亡または重傷の原因となる可能性が想定されます 

 



 

ｲﾉﾝ ﾜｲﾄﾞｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞ UWL-H100 28LD 
 
ｲﾉﾝ製品のお買い上げ有難う御座います｡ 
ｲﾉﾝ ﾜｲﾄﾞｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞ UWL-H100 28LDは､対応する､ｽﾞｰﾑﾜｲﾄﾞ端 28mm相当(35mm ﾌｨﾙﾑ換算)のﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗﾊｳｼﾞﾝｸﾞ前面に､
弊社取り付けｵﾌﾟｼｮﾝ｢28LD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ｣を介して取り付けるだけで､手軽に超広角撮影が可能となる､水中脱着可能なｱﾀ
ｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞです｡ 
 
取り付けには､ご使用のﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗﾊｳｼﾞﾝｸﾞに対応する 28LD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽが別途必要になります｡ 
AD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ/28AD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ/28AD ﾎﾟｰﾄ/M67 ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽなどへの取り付けには対応致しません｡ 
 

製品の主な特徴 

● 水陸両用設計ですので､水中では超広角ｺﾝﾊﾞｰﾀｰとして､陸上ではﾌｨｯｼｭｱｲｺﾝﾊﾞｰﾀｰとして(水中 100.8°/ 陸上

179.0°[③])､更に近日発売予定の専用ｵﾌﾟｼｮﾝ､｢ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ for UWL-H100｣を取り付ける事により､水中で

も､陸上使用時の画角に近づける事が出来ます｡ 

● 極めて広い画角を確保すると同時に､最短撮影距離の短縮をも考慮した光学設計によって､ﾜｲﾄﾞﾏｸﾛ撮影 にも

威力を発揮します｡ 

● 従来製品(UWL-100 28AD)と比較して､大きな撮像素子､明るいﾚﾝｽﾞのｶﾒﾗにも余裕をもって対応可能な､新設計の

光学系を採用｡ 高屈折率光学ｶﾞﾗｽﾚﾝｽﾞの多用により､使いやすい製品ｻｲｽﾞを保ったまま､ﾚﾝｽﾞ後群の有効径を

大幅に拡大しています｡ 

● 取り付け部規格には､ﾊﾞﾖﾈｯﾄ方式に着脱ﾛｯｸ機構をﾌﾟﾗｽした､ｲﾉﾝ 28LD ﾏｳﾝﾄを採用｡ ｢28LD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ｣への簡便/

迅速な着脱と､確実な固定とを両立しています｡ 

 

製品内訳 : ・ 水中ﾜｲﾄﾞｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞ UWL-H100 28LD本体 

・ ﾚﾝｽﾞｷｬｯﾌﾟ(対物側用×1/ｶﾒﾗ側用×1) 

・ 使用説明書 (本書) 

 

対応ｶﾒﾗﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/ : ・ ｷﾔﾉﾝ ｢WP-DC38｣  ＋ ｲﾉﾝ ｢28LD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ･DC38｣ 

 

 

取り付け方法 : ・ ﾚﾝｽﾞｷｬｯﾌﾟ(ｶﾒﾗ側用)を､本製品のｶﾒﾗ側ﾚﾝｽﾞに向かって反

時計方向に回転させて外します｡ 

その後､本製品の右画像矢印部分(ﾊﾞﾖﾈｯﾄｵｽの入り口部

分)計 3か所に､ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ付属のｸﾞﾘｽを少量塗布します｡  

・ 本製品の『指標 A』を､｢28LD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ｣のﾚﾝｽﾞﾛｯｸ解除ﾚﾊﾞｰ

に刻印された『指標 A』と合わせ､差し込みます(①)｡ 

・ ｢28LD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ｣のﾚﾝｽﾞﾛｯｸ解除ﾚﾊﾞｰが､差し込み前の位置

に戻るまで､本製品の対物側ﾚﾝｽﾞに向かって時計方向に

回転させます(②)｡『ｶﾁｯ』と音がして､本製品の回転がﾛｯ

ｸされれば取り付け完了です｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ前面のﾚﾝｽﾞと本製品の間に空気が入らぬ様､水中で取り付けを行う､或いは､水中で一旦取り外し､

取り付け直す事をお勧めします｡ 

 

取り外し方法 : ・ ｢28LD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ｣のﾚﾝｽﾞﾛｯｸ解除ﾚﾊﾞｰを､本製品と逆方向に引く事でﾛｯｸが解除されます｡ この状態で､本製品

を上記取り付け時と逆方向に回転させ､取り外して下さい｡ ﾛｯｸが解除されていない状態で回転させると､

本製品､或いは｢28LD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ｣が破損する可能性があります｡ 十分ご留意下さい｡ 

 

(2010年 12 月現在) 

隙間なし 
↓ 

取付完了 
 

隙間あり 
↓ 

取付未完 
 

ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽ 

指標 A
本製品 指標 A 

①  

② 



O ﾘﾝｸﾞが 
接触する面 ﾈｼﾞ穴 (6 ｹ) 

使用方法 : ・ ｶﾒﾗのｽﾞｰﾑ設定について 

ｶﾒﾗのｽﾞｰﾑ位置はﾜｲﾄﾞ端にｾｯﾄしてご使用下さい｡ｹﾗﾚが発生する場合には､撮影後にｹﾗﾚをｸﾛｯﾌﾟしてご使用

下さい｡ この状態にて最良の画質/効果を得る事が出来る様､本製品は設計されています｡ 
 

・ ｶﾒﾗのﾌｫｰｶｽ設定について 

ｶﾒﾗで操作可能なﾌｫｰｶｽ範囲全域にて使用可能です｡本製品の性質上､各ｶﾒﾗのﾌｫｰｶｽ(ﾋﾟﾝﾄ)位置と比較して､

実際の撮影距離(被写体と最被写体側ﾚﾝｽﾞからの距離)が短縮されます｡各対応ｶﾒﾗを組み合わせた場合の､

双方の対応に付きましては､巻末のﾌｫｰｶｽ範囲対応表をご確認下さい｡ 
 

・ ｶﾒﾗ内蔵ﾌﾗｯｼｭ設定について 

使用ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ､撮影距離､画角等の撮影条件によっては､内蔵ｽﾄﾛﾎﾞ光がｹﾗﾚますので､外部ｽﾄﾛﾎﾞを使用しない

場合は､自然光のみでの撮影を行い､ｶﾒﾗ内蔵ｽﾄﾛﾎﾞを“発光禁止”に設定する事をお勧めします｡ 

外部ｽﾄﾛﾎﾞを使用した撮影を行う場合には､対応する外部ｽﾄﾛﾎﾞ(弊社 S-2000 等)を､弊社｢ｸﾘｱﾌｫﾄｼｽﾃﾑ｣を使

用して接続する事をお勧めします｡ 

ｸﾘｱﾌｫﾄｼｽﾃﾑを使用しない事により､撮影可能なｼﾁｭｴｰｼｮﾝに制限が生じたり､得られる画像に問題点が発生

する場合があります｡ご留意下さい｡詳細は本頁末の囲み記事をご確認下さい｡ 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽについて : ・ ご使用後は､必ず 28LD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽから取り外し､清浄な真水中(30℃以下)に数時間静置して塩分等を除いた後､

ｴｱｶﾞﾝ等で水滴を吹き飛ばし､ﾚﾝｽﾞ面に水滴が残っていない事を確認した後､そのままの状態で､直射日光の

当たらない､風通しの良い場所に置き､乾燥させて下さい(完全乾燥には数日掛かる可能性があります)｡ 

・ 完全に乾燥させた後に､ﾚﾝｽﾞｷｬｯﾌﾟを取り付け､直射日光の当たらない､風通しの良い場所で保管して下さ

い｡樟脳やﾅﾌﾀﾘﾝ等の薬品雰囲気下や､高湿度下､温度変化の激しい場所等での保管は､故障や浸水､ﾚﾝｽﾞ表面

の変性やｶﾋﾞの発生等の原因となりますので､お止め下さい｡ 

・ ﾚﾝｽﾞ筒外側の斜めになった部分(面)は､ｵﾌﾟｼｮﾝのﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ for 

UWL-H100取り付け時に防水用の O ﾘﾝｸﾞが接触する面です｡ｷｽﾞが入るとﾄﾞｰﾑﾚﾝ

ｽﾞﾕﾆｯﾄⅡの取り付けが不可能となりますので､傷を付けない様､十分ご注意下

さい｡ 

・ 上記の“O ﾘﾝｸﾞ面”に隣接する 6つのﾈｼﾞ穴は､ｵﾌﾟｼｮﾝの花型ﾌｰﾄﾞ for UWL-H100 

28LD取り付け時に使用するものです｡ 本製品単体でご使用の場合には､ﾈｼﾞが

取り付けられていない状態が正常です｡ また､ﾈｼﾞが取り付けられていない状

態でも､本製品の防水は保たれています｡ 

 

使用上の注意 : ・  ご使用後､ﾚﾝｽﾞ面に水滴(海水/真水共に)を残したまま放置したり､ﾚﾝｽﾞｷｬｯﾌﾟを取り付けたり､濡れたまま

のｷｬﾘﾝｸﾞﾎﾟｰﾁ等にしまわないで下さい｡ ｺｰﾃｨﾝｸﾞやｶﾞﾗｽ自体の劣化による､ｼﾐ/ﾔｹ等の原因となります｡ 

軽度のｼﾐ/ﾔｹは撮影に支障を来たしませんが､重度の場合は問題となる可能性があり､修理をご希望の際に

は､有償でのﾚﾝｽﾞ交換となります｡ 

特に､環境温度が高く､ﾚﾝｽﾞ面に残った水滴が直ぐに蒸発してしまう様な状況などでは､ｴｸｼﾞｯﾄ後に短時間

放置しただけでも､重度のｼﾐ/ﾔｹに発展する可能性が高く､十分な注意が必要です｡ 

・ 本製品を分解しないで下さい｡故障や浸水の原因となります｡また､本製品を 28LD ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽから取り外す際

には､ﾚﾝｽﾞ筒の対物側先端部､最も径の大きい部分を持たずに､ﾚﾝｽﾞ筒中央部(ｲﾉﾝのﾛｺﾞや製品名が印刷さ

れている部分)を持って回転させて下さい｡ﾚﾝｽﾞ筒の対物側先端部に過度の力を加えた場合､ﾚﾝｽﾞを押えて

いる部分に緩みが生じ､浸水が起こる可能性があります｡ 

・ ﾎﾞｰﾄなどの激しい振動や大きな衝撃をﾚﾝｽﾞに与えないで下さい｡故障や浸水の原因となります｡ 

・ 不用意に直射日光の当たる場所に放置しないで下さい｡太陽光が集光され､火災の原因となる場合がありま

す｡また､ﾚﾝｽﾞを通して太陽を見ないで下さい｡眼に損傷を受ける可能性が有ります｡ 

・ 砂浜や船のﾃﾞｯｷ上など､強い直射日光の当たる場所や､炎天下の自動車内など､高温となる場所に放置しな

いで下さい｡故障や浸水の原因となります｡ 
 

※ ｸﾘｱﾌｫﾄｼｽﾃﾑを用いないで内蔵ｽﾄﾛﾎﾞを発光させ､ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞをご使用の際には・・・ 

ｸﾘｱﾌｫﾄｼｽﾃﾑを用いずに､ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞを取り付けた状態で内蔵ｽﾄﾛﾎﾞを発光させた場合､撮影条件､ｶﾒﾗ/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/ﾏｳﾝﾄﾍﾞｰｽの組み

合わせ等によっては､得られる画像にｺﾞｰｽﾄ/ﾌﾚｱが発生する可能性があります｡ 

この現象は､透明なﾊｳｼﾞﾝｸﾞを通過したり､ﾚﾝｽﾞﾎﾟｰﾄ内部を通過したりした内蔵ｽﾄﾛﾎﾞ光が､ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞのﾊｳｼﾞﾝｸﾞ取り付け部側

から進入/反射し､有害光として写り込む事に起因します｡この様な現象が発生する場合には､ｸﾘｱﾌｫﾄｼｽﾃﾑを用いた外部ｽﾄﾛﾎﾞ増灯を

お勧め致します｡ｸﾘｱﾌｫﾄｼｽﾃﾑを用いない内蔵ｽﾄﾛﾎﾞのみでの撮影はお勧め致しません｡止むを得ずｸﾘｱﾌｫﾄｼｽﾃﾑを用いないで､内蔵ｽﾄﾛ

ﾎﾞを発光させた状態での撮影を行われる場合には､ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄﾚﾝｽﾞ取り付け部側からの有害光の進入を防ぐ様､注意深く遮光を行う事

により､ｺﾞｰｽﾄ/ﾌﾚｱの発生を低減出来る可能性があります｡ご検討下さい｡[この遮光作業を行う場合の該作業内容､及び該作業を行っ

た事により万一生じた不具合､或いは該不具合に起因した(直接的/付随的)損害が発生した場合に於いても､弊社は一切その責任を

負いかねます｡ﾕｰｻﾞｰ様ご自身の｢自己責任｣での作業となる事をご確認下さい] 

 



 
[①]  性能､価格等､予告なしに変更する場合があります｡予めご了承下さい｡ 
[②] UWL-H100 28LD単体の性能値(望遠鏡的倍率：ν

―

)です｡ 
[③] 実際に撮影を行う事が可能な画角(実視野)は､ご使用のｶﾒﾗ/ﾊｳｼﾞﾝｸﾞにより異なります｡ 
[④] 陸上実測距離､或いは水中目測距離｡水中実測距離は､凡そ表中の値×1.33となります｡ 
[⑤] ご使用の防水ﾌﾟﾛﾃｸﾀｰにより､同じｶﾒﾗをご使用の場合に於いても画角/ｹﾗﾚ等変化する場合があります｡ご留意下さい｡ 
[⑥] ｽﾞｰﾑﾜｲﾄﾞ端にて画面四隅が若干ｹﾗﾚます｡撮影後､ｹﾗﾚをｸﾛｯﾌﾟしてご使用下さい｡ 
[⑦] いわゆる“手ぶれ防止機能”を【OFF】とした場合の検証結果となります｡ 
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ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ ｶﾒﾗ
通常ﾓｰﾄﾞ ﾏｸﾛﾓｰﾄﾞ 水中 陸上

WP-DC38 PowerShot S95 ∞～0cm (∞～5cm) 15.2cm～0cm (50cm～5cm) ｹﾗﾚなし [⑥]

ﾌｫｰｶｽ範囲[④] (括弧内はﾜｲｺﾝ未使用時)
 UWL-H100 28LDの対応ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ/ｶﾒﾗ別の ﾌｫｰｶｽ範囲表  (ｽﾞｰﾑ位置は何れもﾜｲﾄﾞ端)

ｹﾗﾚに関する留意事項[⑤][⑦]

ｵﾌﾟｼｮﾝについて : ・  花形ﾌｰﾄﾞⅡ for UWL-H100      \4,500- 

画角外からの不要な光を遮り､逆光での撮影時等に発生し易いﾌﾚｱ/ｺﾞｰｽﾄの 

発生を抑える､UWL-H100 ｼﾘｰｽﾞ用の花形ﾌｰﾄﾞです｡本製品の対物側ﾚﾝｽﾞ面を 

保護するﾌﾟﾛﾃｸﾀｰとしても有用ですので､撮影時は常に装着する事をお勧めします。 

 
・   ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾕﾆｯﾄⅡ for UWL-H100        \32,600- 

水中に於いても､陸上使用時に近い画角を得る事が出来る､最短撮影距離をも考慮し

た､UWL-H100 専用のﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞです(PAT. P.)｡ ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞ表面を保護し､また画角外か

らの不要な光を遮る事でｺﾞｰｽﾄの発生を抑える､ﾄﾞｰﾑﾚﾝｽﾞﾌﾟﾛﾃｸﾀｰが付属しています｡ 
 

・   ｷｬﾘﾝｸﾞﾎﾟｰﾁ for UWL-100      \2,000- 

ｳｴｯﾄｽｰﾂと同じﾈｵﾌﾟﾚﾝｺﾞﾑ製の､水中使用が可能なｷｬﾘﾝｸﾞﾎﾟｰﾁです｡ご使用の直前まで､

当ﾎﾟｰﾁに収納したまま持ち運んで頂く事で､脱着時や持ち運びの際､思わぬ衝撃等が

加わる事を防止する事が出来ます｡ 

 

 

・   LD ﾚﾝｽﾞﾎﾙﾀﾞｰ W       \4,800- 

・   LD ﾚﾝｽﾞﾎﾙﾀﾞｰ S       \3,300- 

・   LD ﾚﾝｽﾞﾎﾙﾀﾞｰﾌﾛｰﾄｱｰﾑ用      \2,000- 

ｲﾉﾝ ｱｰﾑ/ﾌﾛｰﾄｱｰﾑなどに本製品(UWL-H100 28LD)を取り付け可能とし､迅速なﾚﾝｽﾞ交

換をｻﾎﾟｰﾄする､28LDﾏｳﾝﾄﾚﾝｽﾞ用のﾚﾝｽﾞﾎﾙﾀﾞｰ｡ ｢AD-LDﾏｳﾝﾄ変換ﾘﾝｸﾞ for UCL-165AD｣

/｢M67-LDﾏｳﾝﾄ変換ﾘﾝｸﾞ for UCL-330/165M67｣を併用する事で､28LDﾏｳﾝﾄ以外のｸﾛｰｽﾞ

ｱｯﾌﾟﾚﾝｽﾞの取り付けにも対応可能です｡  

 

 
 

主要性能 [①]

名称 UWL-H100 28LD

外径 φ90.4mm

全長 45.4mm

ﾏｳﾝﾄ規格 ｲﾉﾝ 28LDﾏｳﾝﾄ

重量 530g (陸上) / 約326g (水中)

実用耐水深 60m

本体材質 / 表面処理 耐蝕ｱﾙﾐ合金 / 硬質黒ｱﾙﾏｲﾄ、PC等

硝材 / 表面処理 光学ｶﾞﾗｽ / 両面減反射ｺｰﾃｨﾝｸﾞ

ﾚﾝｽﾞ構成 / 倍率 [②] 4群4枚 / 0.60 (ｱﾌｫｰｶﾙ系)

最大入射角 [③] 100.8°/ 179° (水中 / 陸上)

ｲﾉﾝ ﾜｲﾄﾞｺﾝﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾚﾝｽﾞ UWLｼﾘｰｽﾞ
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